
前号からひるがのーとの発行者が「 ひるがのーとの会」 になり 、

皆様の寄付や賛助会費で運営されることになり ました。

お陰様でたく さんの方から寄付や賛助を頂戴いたしました。

どう もあり がと う ございます。 心より 御礼申し上げます。

なお、 現在運営費の半分近く を郡上市からの補助金にて賄わさせ

ていただいており ますが、 2年後からは補助金なし での運営と な

り ます。 引き続きみなさまの篤いご支援をお願い申し上げます。







参考：
※1　尾園暁・川島逸郎・二橋亮 , 2012. 日本のトンボ . 文一総合出版 .
※2　岐阜県レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の一覧）
　絶滅危惧Ⅰ類：県内において、絶滅の危機に瀕している種
　絶滅危惧Ⅱ類：県内において、絶滅の危険が増大している種
　準絶滅危惧　：県内において存続基盤が脆弱な種
　　詳しくは、岐阜県のホームページ　http://www.pref.gifu.lg.jp/kankyo/shizen/
※3　岐阜県のレッドリストのエゾイトトンボのページ
 http://www.pref.gifu.lg.jp/kankyo/shizen/red-data-dobutsu/konchu-rui/ezoitotonbo.html

　私がトンボに興味を持ち始めたのは、友人がひるがの高原ではこれまで文献
に記録のなかったハッチョウトンボを平成 18 年に見つけてからです。それか
ら現在までに、友人と私とでひるがの高原では約 30 種のトンボを観察してい
ます。その中に青い色をしたイトトンボがいることにかなり前から気づいてい
ましたが、それがエゾイトトンボだという種類だとはっきり分かったのは、ひ
るがの湿原植物園で撮った写真を整理していたときでした。写真１がそれです。
背中（腹部の第二節）にはっきりとしたスペード型の斑紋があるのが分かります。
これは、エゾイトトンボのオスにしかない特徴です。
　エゾイトトンボ（蝦夷糸蜻蛉）は、その名の通り、北海道全域が主な生息地域で、
本州では中部地方以北の主に日本海側に分布しています。昨年発売されたばか
りの図鑑（※1）を見ると、岐阜県は生息域の南限に位置していることが分か
ります。また、岐阜県のレッドリスト（※2）に、準絶滅危惧として記載され
ています。岐阜県のホームページ (※3) で確認すると、ひるがの高原は県内で
もエゾイトトンボの生息域の南限に位置していること分かります。つまり、ひ
るがの高原は日本全国のエゾイトトンボの生息域の南限であるかもしれないと
いうことです。
　そのような珍しいトンボならば、観察するのはさぞ難しいのではと思うかも
しれませんが、6 月にひるがの湿原植物園のミズバショウ池や水路の周辺では
比較的簡単に見ることができます。しかし、どういうわけか、ひるがの高原の
他の場所ではあまり見たことがなく、不思議に思っていました。図鑑（※1）では、
エゾイトトンボの生息場所は「平地～山地の周囲に樹林のある抽水植物や浮葉
植物の繁茂する透明度の高い池沼」とあります。それは、ひるがの高原では、
コウホネ、ヒツジグサ（準絶滅危惧）、ヒルムシロ（絶滅危惧Ⅰ類）などが生え
ている場所です。これらの植物に共通するのは、近い将来、ひるがの湿原植物
園の池や水路が、ひるがの高原の最後の生育場所となる可能性が高いというこ
とです。つまり、そこを生息場所とするエゾイトトンボにも同じことが言えます。
　現在の尾瀬ヶ原のように、おそらくかつてのひるがの高原には、ここでは今
ではほとんど見ることのない浅い池や沼や緩やかな流れが今よりずっと広かっ
た湿原の中に転々と存在していたはずで、そういう場所に先にあげたような水
生植物や、そこを住処とするエゾイトトンボなどのトンボが飛び交っていたは
ずです。園内の池や水路は、人間の憩いの場として整備する際に人工的に作っ
たものではありますが、偶然にも今では本来の意図とは関係なく貴重な水生植
物やそこに生息する動物たちを保護する重要な役割を担うことになっています。
　エゾイトトンボがひるがの中どこでも見られるようになることは今後も難し
いとは思いますが、もし、そうなれば、ひるがの高原はエゾイトトンボ生息の
南限としても広く認識されるようになるかもしれません。

（文章・写真　瀬川和也）

知ればもっと好きになる。

第一回　～南限のエゾイトトンボ～
ひるがの高原の貴重な動植物

エゾイトトンボ（雄）と背中にあるスペード型の模様
2005/6/7 ひるがの湿原植物園：撮影
エゾイトトンボは、止まる際には羽を背中側で閉じる。
これは、イトトンボやカワトンボの仲間（イトトンボ亜目）
の特徴である。一方、赤とんぼ・シオカラトンボ・ヤンマ
の仲間（トンボ亜目）は、羽を横に下ろして止まる。

エゾイトトンボの交尾
2010/6/30 ひるがの湿原植物園：撮影
ミズバショウの葉の上で交尾中の雄と雌。
雌は緑色をしている。

エゾイトトンボの産卵
2010/6/10 ひるがの湿原植物園：撮影
ヒルムシロの葉の上に止まって産卵中の雌と雄。産卵は雄
と雌が連結して行うことが多いが雌単独の場合もある。


